
兵庫県三田市との
友好都市宣言締結から
10周年となりました

企画財政課企画経営室　  251103

　戦国時代、鳥羽藩の領主で九鬼水軍の将として活躍した九鬼嘉隆。兵庫県三田市は九鬼嘉隆の孫であ
る久隆が移り住み、九鬼氏が三田藩を統治し、その城下町をもとに発展してきたまちです。
　鳥羽市と三田市の間では、平成 11 年ごろから両市の民間団体を中心に、九鬼氏の歴史にちなんださま
ざまな交流が進められてきました。
　両市の理解と信頼をより一層深め、将来にわたる友好の精神の礎

いしずえ

を築くとともに、相互の繁栄に貢献す
るため、「友好都市宣言」を締結してから今年でちょうど 10 年となります。
　これまでの10 年間の歩みについて紹介します。

観光・特産品販売

学校交流

スポーツ交流

防災協定

歴史文化交流

　お互いの物産展や祭り
などへ出展し、観 光 PR
や特産品販売などを行い
ました。

人事交流

　両市の特色ある取り組みなどについて学び、今後
の事業に活かすことを目的に人事交流を行いました。

　両市の小学校が現地での交流やオンライン交流
を通じて、お互いの市について知識を深めること
ができました。

　野球やバスケットボールなどで両市のチームが
交流試合を行い、スポーツを通じた友情と親睦を
深めました。

　友好都市宣言をきっかけ
に、遠隔地ということで同
じ災害で被災する可能性が
比較的低いことから、災害
時相互応援協定を締結して
います。

　地球塾や、友好都市フォーラムで九鬼氏に関連
する内容を取り上げるなど、歴史文化への理解を
深める交流を行ってきました。

自治会交流

　三田市区・自治会連合
会と鳥羽市自治会連合
会とでお互いに視察や意
見交換などの交流活動
を行ってきました。
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参加申込方法 　入場には事前申込が必要となります。（定員 200 人）複数で参加希望のかたも全員分の連絡先の
記入をお願いします。※対象は三重県在住のかたに限定させていただきます。８月 2 日（月）より受け付けます。申
し込みは先着順で、定員に達し次第受け付けを終了しますのでご了承ください。

申込方法 　ファクス・メール・往復ハガキで住所・氏名・年齢・電話番号（もしくはメールアドレス）を記入し下記
まで申し込んでください。

申込先 　海島遊民くらぶ　九鬼シンポ係　〒 517-0011 三重県鳥羽市鳥羽一丁目４-53　
　　　　　　　　　　　　　　　  25 1300　 kuki-10th@oz-group.jp

※新型コロナウイルスの感染状況・災害などの状況により内容の変更・中止となる場合もあります。
※シンポジウムの模様は後日、鳥羽市 YouTube チャンネルで配信を行う予定です。

鳥羽市・三田市「友好都市宣言」締結10周年記念シンポジウム

「戦国を駆けた九鬼水軍
～明らかになってきた九鬼氏の実像」を開催します！

　鳥羽市と兵庫県三田市は平成 23 年に「友好都市宣言」を締結しており、さまざまな分野で交流を続け
てきました。令和３年度は締結 10 周年を迎えることから、両市をつないだ九鬼氏をテーマにしたシンポジ
ウムを開催します。三田・綾部九鬼家のご当主がそろって登場される貴重な機会となります。

午後１時 30 分～ 45 分 オープニング
九鬼水軍太鼓の演奏

午後１時 45 分～ 50 分 主催者あいさつ
午後１時 50 分～３時 10 分 講演　北川 央　氏
午後３時 10 分～ 40 分 報告　鳥羽市教育委員会職員

午後３時 50 分～４時 30 分
パネルディスカッション
コーディネーター　北川 央　氏
パネリスト　４人

午後４時 30 分（予定） 閉会

開催日時 　10 月９日（土）　午後１時 30 分～４時 30 分（予定）
開催場所 　鳥羽市立体育館サブアリーナ
参加者
　講演会　  「九鬼氏と九鬼水軍の歴史」北川 央　氏（大阪城天守閣館長）
　報告　  「九鬼氏研究の動向」　鳥羽市教育委員会職員
　パネルディスカッション コーディネーター　北川 央　氏
	 	 パネリスト　九  家隆　氏（熊野本宮大社宮司）、九鬼 隆訓　氏（三田九鬼家当主）
   平井 重次　氏（ボランティアさんだガイド塾）
   清水 久行　氏（鳥羽ガイドボランティアの会）

タイムテーブル（予定）

主催　鳥羽市・（一財）自治総合センター

九鬼嘉隆像（常安寺蔵）

教育委員会生涯学習課　　　 25１２68
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